
徳島大学大学院 (2011)〉 医科学教育部 〉 プロテオミクス医科学専攻 (博士課程) [⇒English]

ゲノム機能解析入門実習 2単位 (選択) 1年 (前期)

Introductory practice for functional genomics 松本満〈授業責任者 〉 ·教授 /プロテオミクス医科学専攻 生体応答医学講座
板倉光夫 ·教授 /プロテオミクス医科学専攻 生体応答医学講座，桑原知巳 ·准教授 /医学専攻 微生物学講座

【授業目的】ゲノムのもつ遺伝情報と，実際に生体内で発揮されている遺伝子機
能との関連を研究するための方法論を学ぶ．

【授業概要】生物ゲノムは多数の遺伝子を含む．これらの遺伝子がコードする遺
伝情報の意義づけを蛋白質の機能とその発現調節機構から明らかにするため
の実習を行う．例えば，具体的な遺伝子をとりあげたバイオインフォマティッ
クス等について実習を行う．

【履修上の注意】第一回目に開講するオリエンテーションには，必ず出席すること．
また，予定の変更もありうるので，受講に当たっては事前に担当教官に電話等
で確認すること．講義の一部については e-learning 化も検討しているが，利
用可能になった場合には e-learning 学習も出席として取り扱う．

【授業計画】
大項目 担当

1.
各種解析方法の指導を担当する教官と事前に連絡を取り，該当する研究が行
われる時期を設定して実習を行う．遺伝子から細胞へ，細胞から個体へとい
う一連のゲノム機能研究方法について，総括的に習得する．

2. 授業ガイダンス
3∼6. ゲノム機能解析序論 松本・板倉・桑原
7∼11. ゲノム機能解析理論 〃
12∼16. ゲノム機能解析応用 〃

【成績評価】受講状況と授業内容の理解の程度に応じて評価する．再試験は行わ
ない．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217559
【連絡先】
⇒松本 (701号室, 088-633-7432, mitsuru@ier.tokushima-u.ac.jp) Mail (オ
フィスアワー: 火曜日の16:00∼ 18:00 (e-mail により時間調節を適宜，行
います))

⇒他の教員についても, e-mail にて時間調節の上,面談して下さい.
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